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１ 交通事故発生状況（令和５年１月～２月末）

２ 全世代で自転車のヘルメット着用が努力義務に！

令和５年４月１日から改正道路交通法（令和４年４月２７日公布）により、すべての年代で、

自転車乗車時のヘルメット着用が｢努力義務｣になります。

大人も子供も自転車用ヘルメットを着用し、交通事故から命を守りましょう。

◇自転車乗車中死者の約６割は頭部に致命傷！

◇ヘルメット非着用者の致死率は着用者の約２．２倍！

～自転車用ヘルメット～

ツバのあるものや帽子型など、おしゃれなヘルメットも増えています。

自転車盗難は、鍵を掛けていない自転車が被害に遭いやすいという特徴があります。

令和４年中の県内における自転車盗難の被害件数は983件で、前年比では+196件と大

きく増加しており、自転車盗難被害のうち73.2%の720件が鍵を掛けていない状態で被

害に遭っています。

合計１２月１１月１０月９ 月８ 月７ 月６ 月５ 月４ 月３ 月２ 月１ 月

９８３７５１０１１０９８２１０４８４８６８７６５６３５０７７自転車
盗難（件）

７２０５６７１８６５９７０６２６７６３４２５０３９５５無施錠
被害（件）

７３．２７４．７７０．３７８．９７２．０６７．３７３．８７７．９７２．４６４．６７９．４７８．０７１．４無施錠率
（％）

（小林警察署）

令和４年自転車盗難状況（月別）

えびの署管内小林署管内宮崎県内区 分 高原町内小林市内
402222475発生件数（件）

402626545負傷者（人）

00006死者数（人）



～あそこはなにしちょるところ？～

宮崎県畜産試験場（高原町）

宮崎県畜産試験場は大正9年（1920年）に創設された「宮崎県種畜場」を起源とし、本年度で102年目を
迎える県内で最も歴史のある畜産研究機関です。
高原町の本場と川南支場にて、牛152頭、豚459頭、鶏4,483羽を飼養し、本県の畜産ブランド（宮崎牛、

宮崎ブランドポーク、みやざき地頭鶏、宮崎産牛乳）の進展させ、畜産農家を支援するため、様々な研究
を行っています。
特に宮崎牛はこれまでの品種改良等の研究により、全国和牛能力共進会で4大会連続の内閣総理大臣賞を

獲得しており、昨年10月の大会では「おいしさ」日本一という評価をいただいています。

畜産試験場では県庁ＨＰ、ひなたＭＡＦＩＮ、Facebook等にて
情報発信をしていますのでこちらもご覧ください。 畜産試験場

〒889－4411
西諸県郡高原町
大字広原5066

TEL  (0984) 42ｰ1122

本場には、肉用牛部、酪農飼料部、家畜バイテク部の３部があり、一般職員29名、会計年度職員44名、
計73名の職員が、次のような試験に取り組んでいます。

肉用牛部

ＤＮＡ情報を活用した効率的で
精度の高い種雄牛造成法を開発し
ます。

【ゲノミック評価用母集団の構築】
脂肪酸に関するゲノミック評価を行う

ため、牛枝肉切開面の筋間脂肪を採取し、
理化学分析した脂肪酸組成データを収集
蓄積して母集団の構築を行っています。

酪農飼料部

ロボトラ、ドローンを活用して
飼料生産のオートメーション化を
図ります。

【飼料生産における無人化の実証】
自給飼料生産におけるロボットトラク

ター等を利用した無人化、省力化を調
査・検証し、実証化に向けた技術の確立
を図っています。

家畜バイテク部

受精卵移植において受胎率が
向上するための様々な試験に取
り組んでいます。

【受精卵移植における受胎率向上試験】
受卵牛の栄養状態や子宮環境を調査し、

受胎に影響する要因を明らかにすること
によって受胎率の向上を図ります。

県庁ホ－ムページ ひなたＭＡＦiＮ FACEBOOK



消費者ホットライン １８８
宮崎県消費生活センター都城支所

0986-24-0999
対応時間:月～金
午前９時～午後５時

※受付は午後４時３０分まで
来所の際は事前に電話でご相談ください

3月は新大学生や新社会人などが一人暮らしを始める時期です。初めての一人暮らしでは、
若者がこれまで経験したことのないさまざまな契約を自分自身ですることになり、中には
複雑な契約や高額な契約もあります。2022年4月から成年年齢が引き下げられ、18歳・19歳
の若者も大人として契約することになりました。
そこで、新生活のスタートでつまずかないよう、初めての一人暮らしで気を付けてほしい

消費者トラブルを紹介します。十分にご注意ください。

出典資料：


